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よう こ そ「 チーム立国」 へ

挑戦者と なっ て共に歴史と 伝統を

私たち の教育の究極の目的は「 自立」 です。

　 右の図に示し ている 教育理念は、 本校

の存在意義であり 、 目指す教育の理想で

す。 その理想を 達成する ために必要な教

育内容や教育方法を 、 教育理念と 生徒の

将来像から 俯瞰し 、 逆向き 設計でデザイ

ンし ていま す。

　 私たちは開校後も 学校を 創っ ていま す。

私たちが創る のは、「 小学校」 ではなく 、

「 12年間一貫教育校における 小学校段階」

です。 本校についてご 説明する 時は、 12

年後にある べき 姿を 見通し た視点にたっ

てお話し し ま す。

　 本校では、 知育、 徳育、 体育の調和の

取れた育成を 目指し 、 本校で学ぶお子様

が人格を 陶冶し 、 自立し た学習者と なっ

て、 勇気を も っ て自ら 道を 切り 拓き 、 よ

り 広い世界へ羽ばたいてほし いと 考えて

いま す。 本校で身に付けた資質・ 能力を

思う 存分に発揮し て、 卒業後も 学び続け、

よ り よ い世界の構築に貢献し てほし いと

期待し ていま す。 私たちも 常に学び、 全

力でお子様と 関わり ま す。

　 私たちの学校は、 児童・ 生徒と 保護者の方と 共に「 学びの共同体（ Professional Learning  Com m unity : PLC）」 と な っ て、

歴史と 伝統を 一緒につく っ ていく 学校であり 、 お子様も 保護者の方も 私たちも 開拓者です。 私たちの学校には、 理想形、 完成

形を 目指し 、 チーム 力を 高め、 創造し 、 共に挑戦する 感動と 喜びがあり ま す。 それは、 かけがえのない貴重な経験です。 １ 〜

３ 期生、 私たち教職員と 共に前向き に、 楽し みながら 取り 組んでいいただける お子様と 保護者の方を お待ちし ていま す。 よ う

こ そ、「 チーム 立国」 へ！

私たち の学校は歴史と 伝統を つく っ ていく 学校です。

教育理念 生徒の将来像（ 卒業後の姿）
高い言語能力を活用し て、 世界の様々

な人々と 協働すると と も に、 論理的な

思考力を 用いて、 諸課題を 解決し 、

様々な分野で活躍する人材

次代を担う 児童・ 生徒一人一人の資

質や能力を最大限に伸長さ せると と

も に豊かな国際感覚を養い、 世界で

活躍し 貢献できる人間を育成する。

教育方針

「 理念を叶える

   ４ 本の柱と

        ８ つの力」

自ら 課題を 認識し 、 論理

的に考え、 判断し 、 行動

でき る力を 育てる。

世界で通用する語学力を

育み、 それを 支える言語

能力を 向上さ せる。

日本の伝統・ 文化を理解

し 尊重すると と も に、 多

様な価値観を 受容し 、 主

体的に国際社会に参画す

る力を 育てる。

異学年と の学習活動や地

域連携、 国際交流を 通じ

て、 他者を 思いやり 、 協

働し て新し い価値を 創造

する力を育てる。

卒業時（ 1 2 年後） の生徒像

高い言語能力や論理的思考力、 深く 探究する力を身に付け、 多様な人々と 協働する人

になると と も に、 身に付けた資質・ 能力を活用し 、 国際社会の平和と 発展に寄与し よ

う と 、 様々な分野へ踏み出す人

「 思考力」 と

「 行動力」

「 語学力」 と

「 言語能力」

「 自他理解力」 と

「 貢献力」

「 協働力」 と

「 革新力」
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W elco m e  to  “Team  Tach ik o k u”

　 こ れから 　 し ょ う がく せいに　 なる　 みなさ ん　 こ んにちは。

　 わたしたちの　 がっこう には　 いちねんせいから 　 さ んねんせいまでの　 せんぱいがいます。 　

なかまを　 たいせつに　 がっ こ う せいかつを　 おく っ ています。 　 わたし たちは　 ひと つの　

ちいむです。

　 みんな　 いっ し ょ に　 がっ こ う を　 も っ と 　 たのし く 　 すてき な　 ばし ょ に　 するために　

いろ いろ な　 こ と に　 ちょ う せんし て　 います。

　 それは　 じ めんを　 し っ かり と 　 ふみし めて　 わたし たちの　 あし あと を　 つけていく 　

ぼう けんです。

　 みなさ んも 　 はるになっ たら 「 ちいむ　 たちこ く 」 のなかまに　 なっ て　 いっ し ょ に　  

わく わく する　 ぼう けんに　 でかけまし ょ う 。

　 ごう るは　 みなさ んと 　 みなさ んの　 まわり のひと の　 し あわせです。

　 みなさ んに　 おあいする　 ひを　 たのし みに　 まっ て　 います。
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Be brave. Reach for the world.

多様な外部機関と の連携
グロ ーカ ルに考える

キャ リ ア教育・ 進路指導

語学力と それを 支える

言語能力 学びを 実践する 学校行事

探究的な学び

自立を 促す生活指導

高い言語能力を 活用し て、世界の様々な人々と 協働する と と も に、

論理的な思考力を 用いて、諸課題を 解決し 、

様々な分野で活躍する 人材

高い言語能力や論理的思考力、深く 探究する 力を 身に付け、

多様な人々と 協働する 人になる と と も に、

身に付けた資質・ 能力を 活用し 、国際社会の平和と 発展に

寄与し よ う と 、様々な分野へ踏み出す人

基礎的・ 基本的な言語能力や論理的思考力、

探究的に学ぶ力を 身に付け、多様な人々と 協働する 人に

なる と と も に、身に付けた資質・ 能力を 活用し 、

世界を 視野に入れ、社会の平和と 発展に寄与し よ う と 、

地域社会の活動に参画する人

目指すべき 生徒像（ 卒業2 0 年後の生徒の姿）

－小中高一貫教育のグラ ン ド デザイ ン（ 教育の全体構想）－

目指すべき 生徒像（ 1 2 年後の生徒の姿）

目指すべき 児童像（ ６ 年後の児童の姿）

①批判的な見方を 働かせて、情報を 吟味し 、

　 考える 力

②知識を 関連付け、根拠に基づいて探究する 力

③日本語と 英語を 活用し て発信する力

グロ ーカ ル： 地球規模の視野と

　 　 　 　 　   地域の視点で考え

　 　 　 　 　   行動する こ と

①思考のプロセスを 客観的に捉える 力

　（ メ タ 認知）

②多様な人々と 協働する 力

③人や社会に貢献する行動力

④自立し た学習者と なる ための自己管理能力

①教科・ 領域における 幅広い知識・ 技能

②概念の理解と 技能の熟達を 支える

　 言語能力

③論理的に考える ための方法

科
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国
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数
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科
理

活
生

楽
音

作
工
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図

庭
家

育
体

語
英

動
活
別
特

各教科等における 目指す児童像

育成すべき

資質・ 能力

2  思考力、判断力、表現力等

３  学びに向かう 力、人間性等

1  知識及び技能
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よう こ そ わたし たちの がっ こ う へ

校  章

制服 ラ ン ド セル

体育着

W elco m e to  o ur Scho o l

　 本校の設置及び校名の由来に基づき、 都立立川国際中等教育学校の校章を基調と し ています。 同校

の校章は、 母体校である都立北多摩高等学校の校章の基本的デザイ ンを継承し 、 地球を、 鳥の羽にか

たどっ た月桂樹で囲み、 学校名のイ ニシャ ルであるＴ（ 立川） と Ｋ（ 国際） を配し ており 、 教育目標に

基づき、 国際社会に貢献でき るリ ーダーと し て世界に羽ばたく こ と を期し たも のです。 附属小学校は、

こ の校章に込めら れた精神と 基本デザイ ン を 引き 継ぎ、 更に、 公立と し ては全国初と なる1 2 年間一

貫教育校生と し ての自覚と 誇り をも てるよう 、 小中高一貫教育を表すP-1 2 を加えまし た。

　 カ ラ ーの校章については、 本校の教育理念をイ メ ージする青と 緑を基調と し ています。 青は、 国際

社会で活躍する人材と なるべく 世界に向けて飛び立つ際の澄み切っ た青空を、 緑は、 そう いっ た人材

と なるために知・ 徳・ 体を十分に耕し て強く 芽吹く その新芽を、 それぞれ表し ています。

　 なお、 小学校と いう 発達段階を踏まえて、 月桂樹のボリ ュ ームを中等教育学校と 変えています。 中

等教育学校進学後には、 より 一層豊かな葉を付けて、 大空へ伸びていく と いう 可能性と そう なっ てほ

し いと いう 願いを込めています。

本校の教育理念をイ メ ージする紺と 緑を基調

いき いき と 活動でき るデザイ ン

小中高一貫教育校と し ての自信と 誇り をも ち

清潔な身だし なみを心掛け、 正し い着こ なし をし ます。

⃝ 色： 黒色・ 無地

⃝「 キューブ型」・「 学習院型」・「 リュック型」

※A4 フ ラ ッ ト フ ァ イ ル対応サイ ズ

ラ ンド セルはご家庭でご準備いただき ます。

透明の校章入りランド セルカバーをかけます。

その他ウェ ブサイ ト でご確認く ださ い。

⃝ 本校指定の白色半袖シャ ツ、

⃝  紺色のハーフ パンツ、 

指定する仕様の紅白帽

※防寒のために指定し たジャ ージ

　 上下を着用するこ と ができます。

　（ 1 0 月～３ 月）

附属小学校

中等教育学校
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　█ 基準と なる服装

制帽　 ジャ ケッ ト

ハーフ パンツ

ラ ッ プキュ ロッ ト スカ ート

ネク タ イ 　 長袖シャ ツ

　█ 夏季

制帽　 ハーフ パンツ

ラ ッ プキュ ロッ ト スカ ート

半袖シャ ツ

も し く は

指定の半袖ポロシャ ツ
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研究指定校

　█ 教育課程特例校（ 文部科学省）

　 小学校第１ 学年から 「 英語科」 を設置し 、 授業を週４ 時間実施し ます。 低学年では、 授

業の内１ 時間は、「 Eタ イ ム」 と し て、 週３ 回、 朝1 5 分に分割し て行います。

　 外国人指導者と 共に、 児童の発達段階に応じ て、 段階的に英語によ る「 聞く こ と 」、 

「 読むこ と 」、「 話すこ と 〔 やり 取り ・ 発表〕」、「 書く こ と 」 の基礎から 学びます。 テキスト

は、 東京都教育委員会が本校用に作成し たも のの他、 文部科学省や東京都教育委員会の教

材、 検定教科書、 CD 、 絵本等も 活用し て英語の活用力を向上さ せる学習に取り 組みます。

学年 第１ 学年 第２ 学年 第３ 学年 第４ 学年 第５ 学年 第６ 学年

英語科の
標準授業時数

1 3 6 1 4 0 1 4 0 1 4 0 1 4 0 1 4 0 ▲東京都教育委員会作成テキスト

（ １ 年生用）

　█「 令和６ ・ ７ 年度体育健康教育推進校」（ 東京都教育委員会）

本校は、 知育、 徳育、 体育を調和よく 育成する学校を目指し ています。 あら ゆる活動の基本と なる体力や健康づく り は、 本

校の教育の根幹を 支える も のである こ と から 、 健康的かつ活発に学校生活を 送る ために必要と なる 体力向上及び健康的な学

校生活を送るための基盤づく り に取り 組みます。

現在、 本校は公益財団法人東京都柔道連盟と 協定を 結び、 相互に連携・ 協力し て、 第１ 学年の「 多様な動き を つく る 運動

遊び」 の領域、「 力試し の動き 」 に柔道の要素を取り 入れた教材開発を 行いまし た。 柔道の体験を 通じ て、 児童が体幹を 鍛え、

よ り 効果的な体力の向上を 図る と と も に、 日本の伝統・ 文化を 理解し 尊重する 態度や「 礼法」 を 学び、 相手を 尊重する 気持

ちを育成し ます。

　█「 令和７ ・ ８ 年度人権尊重教育推進校」（ 東京都教育委員会）

一人一人の児童がその発達の段階に応じ 、 人権の意義・ 内容や重要性について理解し 、 自分の大切さ と と も に他の人の大

切さ を 認める こ と ができ る よ う になり 、 それが様々な場面や状況下での具体的な態度や行動に現れる と と も に、 人権が尊重

さ れる社会づく り に向けた行動につながるよう にするこ と を目指し ます。

本校は「 グロ ーカ ル（ 地球規模の視野と 地域の視点で考え行動する こ と ） に考える キャ リ ア教育・ 進路指導」 を 指導の柱

の一つと し てグラ ンド デザイ ンに示し ています。

取組を通じ て、 人権課題「 外国人」 にかかわる差別意識の解消を 図るための教育の推進を進めます。 また、 ICTを活用し た

学習を 推進し ている こ と から 、 人権課題「 イ ン タ ーネッ ト によ る 人権侵害」 にも 取り 組み、 イ ン タ ーネッ ト を 安全に正し く

活用できるよう にし ていき ます。

　█「 海外学校間交流推進校」（ 東京都教育委員会）

　 グロ ーバル人材育成の一層の促進を 図る ため、 姉妹校交流を はじ めと し た、 海外の小学校等と の交流活動を 積極的に推進

し ていきます。

［ 姉妹校締結 ※予定校含］

⃝ オースト ラ リ ア・ ク イ ーンズラ ンド 州 

　 レ ッ ド リ ンチカ レ ッ ジ（ Red lynch Sta te  Co llege）

⃝ ベト ナム・ ハノ イ 市 

　 グエン・ シウスク ール（ N guyen  Sieu  Scho o l)

⃝ スリ ラ ンカ ・ コ ロンボ市 

　 アソ カ カ レ ッ ジ（ Aso ka  Co lleg e）

⃝ 台湾・ 台北市 

　 新生國民小学校

⃝ ド イ ツ・ ベルリ ン市 

　 ブルーノ ・ H・ ブリ ュ ーゲル小学校

▲アソ カ カ レッ ジよ り 本校訪問 ▲ブルーノ ・ H・ ブリ ュ ーゲル小学校訪問

▲グエン・ シウスク ール訪問
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小１小１
生活

小５小５
総合的な
学習の

時間

中３中３
総合的な
探究の

時間

小２小２
生活

小６小６
総合的な
学習の

時間

高１高１
総合的な
探究の

時間

小３小３
総合的な
学習の

時間

中１中１
総合的な
学習の

時間

高２高２
総合的な
探究の

時間

小４小４
総合的な
学習の

時間

中２中２
総合的な
学習の

時間

高３高３
キャ リ ア
プラ ン

の実現

第１ 学年～第６ 学年 （ 小学校段階） 第７ 学年～第1 2 学年 （ 中学校・ 高等学校段階）

～基礎学力の定着の徹底と～基礎学力の定着の徹底と

個々の児童の特性に応じ た指導～個々の児童の特性に応じ た指導～

①論理的に思考する力

② 身近な事柄について、 外国語で簡単なやり 取り

ができ る力

③身近な人々と 協働するこ と ができ る力

④体験から 課題を見いだす力

～幅広い教養を 活用し 、 生徒自ら が～幅広い教養を 活用し 、 生徒自ら が

将来に向けて個性と 能力を 発揮でき る指導～将来に向けて個性と 能力を 発揮でき る指導～

①批判的に吟味する力

② 幅広い話題について、 外国語で明確かつ的確に 

考えを表現でき る力

③多様な人々と 協働するこ と ができる力

④体験を踏まえて省察する力

教育課程  概要

　 小学校、 中学校、 高等学校段階をそれぞれ円滑に接続し 、 発展さ せるために教育内容の節目を工夫し て論理的思考力を高め

ると と も に、 異学年や異文化経験者等と 交流し 、 国内外で様々な体験活動を行います。

教育課程は変更になる場合があり ます。

Be co m m un ica to rs  Be  Ind ep end ent

【 一貫性の考え方】 1 2 年間を ３ フ ェ ーズでつないで「 目指す生徒像」 へと 成長し ます。【 一貫性の考え方】 1 2 年間を ３ フ ェ ーズでつないで「 目指す生徒像」 へと 成長し ます。

【 探究プログラ ム： 立国LEA D ERプログラ ム】【 探究プログラ ム： 立国LEA D ERプログラ ム】  

３３ つの特色つの特色

特色1 探究的な学び探究的な学び
考える方法を 知り 、 根拠に基づいて思考する力の向上

教科等における探究的な学びと 独自の探究プログラ ムの実施

　 第７ 学年から 、 新たな仲間が加わり 、 １ 学年1 6 0 名のチームになり ます。 　「 芽吹き 」、「 花開く 」 ために、 こ の「 耕す」 期

間が重要です。

第１ フェ ーズ  第１ 学年～第８ 学年 第２ フ ェ ーズ  第９ ・ 1 0 学年 第３ フ ェ ーズ  第1 1 ・ 1 2 学年

目指す

生徒像
耕す 芽吹く 花開く

※LAP：  リ ーダーシッ プ・ アク ショ ンプログラ ム（ Lead ersh ip  A ctio n  Pro g ram ）

全員が海外で研究、 イ ンタ ーンシッ プ、 ボラ ンティ ア等の活動に参加し ます（ 国内研修と 成果発表を含めて３ か月間程度実施予定）。

Cu ltiva te Sp ro u t Blo o m

小学校段階 中学校・ 高等学校段階

第１ フ ェ ーズ 第２ フ ェ ーズ 第３ フ ェ ーズ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

体験から 「 なぜ」 を発見⃝

　 ➡ リ サーチク エスチョ ン（ RQ ） の 

基礎作り

探究的な学び方の基礎作り⃝

　 ➡立国探究プラ ンを各教科等で実施

RQ の基礎作り 、 検討、 設定⃝

⃝「 自然科学」「 人文社会」 の両分野に 

ついて探究的な学びを実践 

➡探究的な学びのプロセスの体験

人間の在り 方⃝   

生き 方を探究

国内の課題を探究⃝

世界の課題を探究⃝

　 ➡LAP※で実践

国内外で発信⃝

進路実現に活用⃝

育てたい力

「 考える技」、「 調べる 技」、「 表現する 技」 等の学び（ 初級➡中級➡上級） 日本語・ 英語で論文作成

まなぼう  なかまと   まなぼう  じ ぶんから

LL EARN EE XPERIEN CE AA CTIO N DD EV ELO P EE XPRESS RR EFLECT

 ➡様々な課題を 解決し よう と

意欲的に学ぶ

➡多く の経験をし 、 その経験

を 学びにする

➡学んだこ と を 行動にう つす ➡学びを 発展さ せる ➡学んだこ と を 表現する ➡学んだこ と を様々な場面に

反映する
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探究課題（ RQ ）の設定

生き 物はどのよう な場所にいて、 何をし ているのだろう か。

３ 年【 理科】

動物のすみか

【 立国LEAD ERプログラ ム】

四季のにわ改良プロジェ ク ト

情報の

収集

整理・

分析整理・

分析

情報の

収集

TRP-B

まと め

発表

探究課題（ RQ ）の設定

自分で課題解決の方法を 考え、 選択する

①四季のにわや校庭で調べる。

②本や図鑑で調べる。

③イ ンタ ーネッ ト で調べる。

四季のにわをも っ と すてきな場所にし よう ！

銀杏は食べら れるら し

いし 、 アンケート では

好き と 答え た 人も 多

かっ たよ。

蚊は春前から 計画的に

取り 組まなく ちゃだめ

そう だね。

生き 物は食べ物があると こ ろやかく れやすいと こ ろ など、

生き るために必要な場所にいる。

調査結果の共有・ 話し 合い 銀杏を拾う 会を し よう ！

探究的な学びの例探究的な学びの例

小学校段階の探究的な学び

立国探究プラ ン立国探究プラ ン （ Tach ik o ku Resea rch  Pla n）（ Tach ik o ku Resea rch  Pla n） ➡ 探究のプロセスを３ つのフ ェ ーズに分け、 各教科等の学びの中で実践

①課題の設定 ④まと め・ 表現

探究的な学び方を身に付けるための各教科等で実施する「 立国探究プラ ン（ TRP）」 と 「 探究の技」 の

蓄積・ 活用をと おし て、 探究的に学ぶ力を高めます。

TRP-A
問題を見い出す・ 作る

自ら 課題を設定する・

取り 組む課題を選ぶ

TRP-B
課題に対し て自分でア

プローチ方法を考え、

取り 組む
TRP-C

学んだこ と から 発展的

な課題を設定し 、 課題

解決に取り 組む

②情報の収集 ③整理・ 分析
学習内容や発達段

階に応じ 、 学習指

導計画に位置付け、

指導し 、 探究的に

学ぶ力を段階的に

高める 。

探 究 の 技探 究 の 技

各教科等の学びにおいて身に付けた

見方・ 考え 方を「 探究の技」 と し  

価値付け➡整理・ 蓄積・ 活用・ 更新

「 探究の技」 を 活用し 、 自ら 見いだ

し た課題を解決し 、 探究的な学びを

実践

探究の技（ 例）

考 え る 技 並べる 比べる わける 結び付ける 見通し を立てる …

調 べ る 技 調べる 多面的に調べる 根拠を見付けるために調べる …

表 現 す る 技 差異や共通点をまと める 整理し てまと める 構造的にまと める …

各教科等各教科等

「 探究の技」 の整理・ 蓄積・ 活用・ 更新「 探究の技」 の整理・ 蓄積・ 活用・ 更新

立国LEAD ER立国LEAD ER

プログラ ムプログラ ム

⎛  総合的な ⎞
⎝ 学習の時間⎠
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特色2 語学力と それを支える言語能力語学力と それを支える言語能力
世界で通用する語学力の育成と
それを支える言語能力の向上

⃝ 第１ 学年から 週４ 時間の英語週４ 時間の英語の授業を実施、 義務教育の９ 年間義務教育の９ 年間で通常の学校より 1 0 0 0 時間以上多く1 0 0 0 時間以上多く 外国語を学習

⃝ 英語を実践する機会や第二外国語第二外国語にふれる機会と し て、 東京都教育委員会のプログラ ムを活用

プログラ ム例プログラ ム例

次世代リ ーダー育成道場

国内事前研修で様々なこ と を学び、 その

成果をも っ て留学にチャ レ ンジする都立

高校生等を支援するプログラ ム。 こ のプ

ログラ ムをと おし て、 世界を舞台に活躍

する 国際感覚豊かでたく ま し

い若者を 東京から 輩出し てい

く こ と を目的と し ている。

※令和７ 年度現在のも のであり 、 変更になる 場合があり ます。

語学力（ 外国語教育）語学力（ 外国語教育）

言語能力言語能力

小学校段階 中学校・ 高等学校段階

第１ フ ェ ーズ 第２ フ ェ ーズ 第３ フ ェ ーズ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

国語や生活科を⃝  

中心に主と し て 

体験と 言葉をつ 

なぐ 活動

国語や算数、 理科⃝
を中心に主と し て

論理的に文章を読

んだり 考えたり す

る活動

国語や算数、 理科⃝
を中心に主と し て

多面的に追究する

活動

地域調査、⃝  

文献調査基礎

特別講師による⃝  

指導、 助言

理数分野等にお⃝  

ける発展的学習

地域調査、⃝  

文献調査発展

特別講師による⃝  

指導、 助言

理数分野、 人文社⃝
会分野等における

発展的学習

探究プログラ ムの⃝
企画、 実行

研究成果の発信⃝  

　（ 日本語・ 英語）

論文作成⃝  

　（ 日本語・ 英語）

小１ 小５ 中３小２ 小６ 高１小３ 中１ 高２小４ 中２ 高３

内容を 重視し た授業（ CBI）

によ る 学び 

・ CBIによる 発展的な学び

・ アク ティ ブ・ グラ マー

内容と 言語を 統合さ せた学習（ CLIL） の手法に基づく 学びによ り 外国語の活用力を 向上

SD G s等に基づく

課題学習

アカ デミ ッ ク ・

イ ン グリ ッ シュ

小学校段階 中学校・ 高等学校段階

第１ フ ェ ーズ 第２ フ ェ ーズ 第３ フ ェ ーズ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

短時間学習（ Eタ イ ム）　 ※全校種を通じ て少人数や習熟度別の指導を工夫

⃝ 専科教員や外国人指導者、 JETプログラ ムを活用し た授業

⃝ 聞く・ 話すなど体感する授業から、 読み・ 書きを取り入れた授業へ

⃝ ICTの活用による海外姉妹校と の交流

⃝ 英語による

　 プレゼンテーショ ン

⃝ 英語によるディ ベート や

　 論文の作成

⃝ 特別活動等で様々な言語と 出合い、 言語のおも し ろ さ にふれる。

⃝ 自分と は異なる人々、 暮ら し や文化があるこ と を知る。

⃝ 児童会やク ラ ブ活動で学びの場を広げる。

⃝ マルチリ ンガルスタ ディ Ⅰの学びを参考に、

　 より 知り たい言語を第二外国語と し て選択し 、 授業で深める。

⃝ 様々な機会を捉えて実際に活用し てみる。

《 到達目標の目安｠ 英検3 級

レ ベル

英検準2 級

レベル

英検2 級

レ ベル

英検準1 級

レ ベル

多言語教育 「 マルチリ ン ガルスタ ディ Ⅰ」 出合う

英語教育

多言語教育 「 マルチリ ンガルスタ ディ Ⅱ」 深める

第１ 学年は東京外国語大学と 英語の成果検証を実施

第２ 学年から はケン ブリ ッ ジ英検を 実施

東京体験スク ール

より 多く の都立高等学校等において、 在籍する生徒が

日本にいながら 国際交流機会を得ら れ、 国際理解を深

めるこ と ができ るよう 、 海外から の留学生の受入拡大

を推進し ている。

※「 To kyo G LO BAL Stud ent N avi」 へのリンクです。

「 動画一覧」 の頁をご 覧く ださ い。

7



小学校段階 中学校・ 高等学校段階

第１ フ ェ ーズ 第２ フ ェ ーズ 第３ フ ェ ーズ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

英語

教育
内容を重視し た授業（ CBI） による学び
内容と 言語を統合さ せたCLIL的な学習

アク ティ ブ・ グラ マー
CLIL

SD G s
アカ デミ ッ ク ・
イ ングリ ッ シュ

多言語

教育
様々な言語と 出合い、 様々な人々、 暮ら し や
文化があるこ と を知る。

学びたい言語を
選び、 深める。

実際に活用し てみる。

LAP 立国LEAD ERプログラ ム（ 生活→総合的な学習の時間➡総合的な探究の時間） の内のLAP

英語教育、 マルチリ ンガルスタ ディ Ⅰ・ Ⅱ、 LAPの３ つを

相互に関連付け、 グローバル人材と し ての素地を育成

　 中学校・ 高等学校段階で、 自分の将来の生き 方を 視野に入れた言語選択や、 言語や国に対する深い興味・ 関心に基づいた、

積極的・ 主体的な言語選択につながるよう にし ます。

⃝  月１ 、 ２ 時間程度実施し ます。 毎時間、 挨拶を含み、 国際理解と と も にテーマに関連する音声言語と 文字言語に出合います。

⃝  年１ 時間（ ８ 月か１ 月）、 全校でその他の言語にふれあう 機会を創出し ます。 その際はテーマ（ 地域等） を決めて言語を 選

択し 、 必要に応じ て「 チーム立国人材バンク 」（ ※） に登録し た保護者の方にも ご協力いただき ます。

　 ※様々な教育活動に保護者の方のキャ リ アを生かし て、 教育活動の充実を図るために設置する組織。

グロ ーバルマイ ン ド セッ ト・

カ リ キュ ラ ム

多言語教育「 マルチリ ンガルスタ ディⅠ」 出合う について

学年ごと に、

教科等に関連し た

テーマを設定し て

学習し ます。

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

１ 年生

２ 年生

３ 年生

４ 年生

５ 年生

６ 年生

【 体験重視】　 遊び・ スポーツ・（ 歌・ ダンス）

【 体験重視】　 食生活　 ※給食と コ ラ ボレーショ ン

【 体験重視】　 衣服（ 民族衣装）・ 年中行事

　 　 　 　 　 　 学校生活

　 　 　 　 　 　 地理（ 自然）

　 　 　 　 　 　 地理（ 産業）

韓国語 中国語 ド イツ語 スペイン語 フランス語 アラ ビア語

東京外国語大学や中央大学

等と 連携し て、 月ごと に
６ 言語を学習

⃝  低学年では、 Jo urney（ 東京都教育委員会が本校用に作成し たテキスト ） を使用し て、

外国人指導者と 共に「 聞く こ と 」、「 読むこ と 」、「 話すこ と 〔 やり 取り 〕」、「 話すこ と

〔 発表〕」、「 書く こ と 」 の基礎から 学びます。

・ 初めは「 聞く こ と 」 を重視し ます。

・ 音声に十分に慣れ親し んで「 話すこ と 〔 やり 取り 〕」 に取り 組みます。 各ユニッ ト

の最後に「 話すこ と 〔 発表〕」 活動を行います。

・「 書く こ と 」 は徐々に学びます。

⃝ ２ 学級を４ 展開し て少人数の指導をし ます。

・ 標準ク ラ スと 発展ク ラ スの習熟度別２ コ ースを設定し ます（ 第２ 学年から は応用ク

ラ スも 設定）。 Jo urneyの他に欧米の実践を 参考にし て厳選し た洋書も 活用し ます

（ 洋書の使用割合はク ラ スによっ て異なり ます）。

・ ク ラ ス分けは、 授業時の様子や定期考査の結果等をも と にし て行います。

⃝ 低学年では週４ 時間の英語の授業の内１ 時間は、「 Eタ イ ム」 と し て週３ 回、 朝1 5 分に分割し て行います。

・ テキスト を活用し て復習（ 補充） や予習をし ます。

・ フ ォ ニッ ク ス（ ※） を学習し ます。

　 ※「 英語の綴り と 発音の規則性を学び、 英語を正し く 読めるよう になるための学習方法」

・ 文部科学省や東京都教育委員会の教材、 CD 、 絵本等も 活用し て発展的な学習をし ます。

▲表紙

小学校段階の英語教育について
CLIL的な 学習がで き る よ

う 他教科等と の関連を意識

し たテキスト （ １ 年生）
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